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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 40,870 18.3 2,113 △10.1 1,857 △17.6 1,779 △9.6

2022年３月期第３四半期 34,536 117.5 2,349 978.7 2,253 364.9 1,968 994.2

（注）包括利益 2023年３月期第３四半期 1,537百万円（△27.2％） 2022年３月期第３四半期 2,111百万円（69.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 132.95 132.07

2022年３月期第３四半期 150.28 150.16

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 48,228 16,356 33.9

2022年３月期 42,012 14,651 34.9

（参考）自己資本 2023年３月期第３四半期 16,350百万円 2022年３月期 14,651百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 55.00 － 85.00 140.00

2023年３月期 － 23.00 －

2023年３月期（予想） 30.00 53.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 57,500 26.3 3,200 4.2 3,100 0.9 2,400 △5.7 177.42

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（注）当社は、2022年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われ
たと仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無
当社は、2022年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2022年３月期については当該株式分割前の実
際の配当金の額を記載しております。

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
当社は、2022年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2023年３月期の連結業績予想における「１株
当たり当期純利益」については、当該株式分割の影響を考慮しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期３Ｑ 16,137,780株 2022年３月期 16,081,605株

②  期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 2,145,895株 2022年３月期 3,145,848株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 13,386,987株 2022年３月期３Ｑ 13,100,928株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

除外  1社（社名）Universal Rental Cars Limited

(注)詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）」をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

(注)詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2022年４月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式

数」を算定しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、ウィズ・コロナ路線の定着により徐々に経済活動の正常化が見

られた一方、長期化するウクライナ情勢に起因する世界的な物価上昇とそれに対抗した政策金利の引き上げもあ

り、先行き不透明感は払拭できない状況が続いています。

当社グループの事業の中核市場であるニュージーランドでは、2022年暦年で2.3％の実質成長率が見込まれてい

ます（IMF 2022年10月）。国境再開等もあり、外需による景気の押し上げは見られるものの、世界的な物価高は同

国消費にも影響を与えており、同国中央銀行が第２四半期に断続的に実施した利上げは、当第３四半期の前半ま

で、急速な内需の冷え込みをもたらしました。このような経済環境に加え、同国中古自動車市場においては、期初

に導入された環境規制（クリーンカーディスカウント）対応で積み増していた市中在庫の調整局面に入り、当第３

四半期累計期間での中古自動車輸入量は前年同期比を下回る水準となっています。

このような環境下、当社グループの主力市場であるニュージーランド向けの輸出台数が伸び悩み、欧州向け船腹

不足などにより他国向けの輸出増では補えず、貿易セグメントの㈱日貿における当第３四半期連結累計期間での販

売台数は31,659台と前年同期比12.1％減となりました。但し、仕入価格の高値圏での推移と環境適合車へのニーズ

の高まりを背景に販売単価が上昇し、売上高は前年同期比増収となりました。物流セグメントの中核事業子会社で

あるDolphin Shipping New Zealand Limited においては㈱日貿での輸出台数減少等の影響を受け、セグメント売

上の大部分を占めるニュージーランド向けの輸送台数が26,450台と前年同期比23.8％減少しましたが、いまだ取扱

比率は低いもののオーストラリア向け輸送台数は前年同期比約1.8倍の5,871台と増加傾向が続いています。サービ

スセグメントにおいては、中古自動車卸売事業子会社であるTrade Cars Limitedで販売台数は前年同期比で減少と

なった一方、販売単価は前年同期を上回り、売上高は増収となりました。検査セグメントにおいては、ニュージー

ランド向けの船積前検査数量が44,617台と前年同期比24.7％減となったものの、他地域向けの検査の堅調と円安効

果もあり収益の落ち込みを部分的にカバーしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高408億70百万円（前年同期比18.3％増）、営業利益21

億13百万円（前年同期比10.1％減）、経常利益18億57百万円（前年同期比17.6％減）、親会社株主に帰属する四半

期純利益17億79百万円（事業用資産の売却益４億64百万円を計上した前年同期比9.6％減）となりました。

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

（貿易）

貿易では、前述のように販売台数は減少した一方、仕入価格の全般的上昇に加え、環境適合車需要増等に対応し

た取扱車種の変更もあり販売単価の上昇がみられました。この結果、売上高は285億76百万円（前年同期比14.1％

増）、セグメント利益は10億14百万円（前年同期比12.1％減）となりました。

（物流）

物流では、前述のとおり、中核子会社であるDolphin Shipping New Zealand Limitedの輸送台数は減少しました

が、輸送単価の上昇やオーストラリア向け輸送取扱い台数増加により、売上高は70億23百万円（前年同期比27.2％

増）、セグメント利益は６億53百万円（前年同期比1.2％減）となりました。

（サービス）

サービスでは、前述のとおり中古自動車卸売事業子会社であるTrade Cars Limitedの販売台数は減少したものの

販売単価上昇による売上増等により、売上高は84億46百万円（前年同期比15.2％増）、セグメント利益は２億81百

万円（前年同期比24.5％減）となりました。

（検査）

検査では、前述のとおり、ニュージーランド向けの船積前検査数量が減少しました。他地域向け検査で部分的に

収益の落ち込みを挽回したものの、売上高は29億46百万円（前年同期比3.1％減）、セグメント利益は99百万円（前

年同期比61.9％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ14.3％増加し、416億80百万円となり

ました。これは主に現金及び預金が45億24百万円、売掛金及び契約資産が３億30百万円、短期貸付金が３億96百万

円増加した一方、棚卸資産が18億37百万円減少したことによるものです。

当第３四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べ18.1％増加し、65億47百万円となり

ました。これは主にのれんが18億82百万円増加した一方で、投資有価証券が９億65百万円減少したことによるもの

です。

この結果、当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ14.8％増加し、482億28百万

円となりました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ7.5％増加し、249億26百万円となり

ました。これは主に短期借入金が35億69百万円増加した一方で、１年内返済予定の長期借入金が６億83百万円減少

及びその他流動負債が11億85百万円減少したことによるものです。

当第３四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べ66.2％増加し、69億45百万円となり

ました。これは主に長期借入金が26億97百万円増加したことによるものです。

この結果、当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ16.5％増加し、318億72百

万円となりました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ11.6％増加し、163億56百万円となりま

した。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が９億95百万円増加したこと及び

自己株式売却等により資本剰余金が６億４百万円増加し、自己株式が３億45百万円減少したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想については、主力市場であるニュージーランドでの中古自動車市況に回復の兆しも見えているこ

とから、2022年11月14日に公表いたしました連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,338,732 11,863,261

売掛金及び契約資産 11,310,769 11,641,680

販売金融債権 6,815,303 8,308,036

棚卸資産 5,859,863 4,022,595

短期貸付金 2,764,500 3,161,468

その他 2,508,272 2,801,637

貸倒引当金 △130,072 △118,157

流動資産合計 36,467,367 41,680,523

固定資産

有形固定資産 3,251,078 3,310,055

無形固定資産

のれん 54,883 1,937,384

その他 259,884 325,688

無形固定資産合計 314,767 2,263,072

投資その他の資産

投資有価証券 1,273,546 308,434

その他 760,156 720,446

貸倒引当金 △54,520 △54,120

投資その他の資産合計 1,979,181 974,760

固定資産合計 5,545,028 6,547,888

資産合計 42,012,396 48,228,411

負債の部

流動負債

買掛金 814,707 851,395

短期借入金 17,877,197 21,446,670

１年内返済予定の長期借入金 1,215,512 531,878

未払法人税等 562,313 616,852

賞与引当金 97,246 51,003

その他 2,614,225 1,428,299

流動負債合計 23,181,201 24,926,097

固定負債

長期借入金 3,382,877 6,080,414

退職給付に係る負債 219,250 226,090

その他 577,421 639,490

固定負債合計 4,179,549 6,945,995

負債合計 27,360,751 31,872,093

純資産の部

株主資本

資本金 437,099 452,098

資本剰余金 1,880,457 2,485,456

利益剰余金 12,707,461 13,702,567

自己株式 △1,086,735 △741,328

株主資本合計 13,938,283 15,898,793

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 713,361 451,386

その他の包括利益累計額合計 713,361 451,386

非支配株主持分 － 6,138

純資産合計 14,651,645 16,356,318

負債純資産合計 42,012,396 48,228,411

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

売上高 34,536,777 40,870,327

売上原価 28,719,204 35,030,459

売上総利益 5,817,572 5,839,867

販売費及び一般管理費 3,467,801 3,726,758

営業利益 2,349,770 2,113,109

営業外収益

受取利息 55,335 78,962

持分法による投資利益 46,026 －

保険解約返戻金 5,186 60,227

その他 30,442 37,651

営業外収益合計 136,990 176,841

営業外費用

支払利息 115,635 152,638

支払手数料 16,188 43,975

為替差損 98,352 201,428

持分法による投資損失 － 27,625

その他 3,011 6,561

営業外費用合計 233,188 432,230

経常利益 2,253,573 1,857,720

特別利益

段階取得に係る差益 － 557,758

固定資産売却益 464,598 5,842

受取和解金 57 －

特別利益合計 464,656 563,601

特別損失

固定資産除売却損 1,502 1,373

減損損失 － 193

特別損失合計 1,502 1,567

税金等調整前四半期純利益 2,716,727 2,419,754

法人税等 747,948 619,601

四半期純利益 1,968,778 1,800,153

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 20,364

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,968,778 1,779,788

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益 1,968,778 1,800,153

その他の包括利益

為替換算調整勘定 141,342 △262,176

持分法適用会社に対する持分相当額 1,387 △930

その他の包括利益合計 142,730 △263,107

四半期包括利益 2,111,509 1,537,045

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,111,509 1,517,813

非支配株主に係る四半期包括利益 － 19,232

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2022年８月22日の取締役会決議に基づき、公募及び第三者割当による自己株式1,000,000株の処分を行

ったため、資本剰余金が590,000千円増加、自己株式が345,460千円減少し、当第３四半期連結累計期間末において

資本剰余金が2,485,456千円、自己株式が741,328千円となっております。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

第２四半期連結会計期間において、Universal Rental Cars Limitedは清算が完了したため、連結の範囲から除

外しております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（追加情報）

（表示方法の変更）

（四半期連結損益計算書）

前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「保険解約返戻金」は、金額的

重要性が増したため、第２四半期連結累計期間より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を

反映させるため、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書の組み替えを行っております。

この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、営業外収益の「その他」に表示し

ていた35,628千円は、「保険解約返戻金」5,186千円、「その他」30,442千円として組み替えております。

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

当社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行してお

ります。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算

制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務

対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告

第42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。

（新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の拡大に伴う会計上の見積りについて)

前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）に係る経済活動への影響に関する仮定について重要な変更はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
貿易 物流 サービス 検査 計

売上高

外部顧客への売上高 20,332,175 4,725,331 7,254,285 2,133,859 34,445,651 91,125 34,536,777

セグメント間の
内部売上高又は振替高

4,707,532 798,282 78,914 908,202 6,492,931 1,096,372 7,589,304

計 25,039,708 5,523,613 7,333,199 3,042,061 40,938,583 1,187,498 42,126,081

セグメント利益 1,153,559 661,814 373,382 260,226 2,448,982 283,250 2,732,232

利益 金額

報告セグメント計 2,448,982

「その他」の区分の利益 283,250

未実現利益の調整額 △ 46,327

セグメント間取引消去 △ 336,134

四半期連結損益計算書の営業利益 2,349,770

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない純粋持株会社である提出会社及び地域を統括する中間持株会

社のOptimus Group New Zealand Limited、Optimus Group Australia Pty Ltdのものであります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
貿易 物流 サービス 検査 計

売上高

外部顧客への売上高 23,914,883 6,191,413 8,369,907 2,062,081 40,538,285 332,042 40,870,327

セグメント間の
内部売上高又は振替高

4,661,826 832,584 76,557 884,319 6,455,287 1,060,181 7,515,469

計 28,576,710 7,023,997 8,446,464 2,946,400 46,993,573 1,392,224 48,385,797

セグメント利益 1,014,170 653,887 281,796 99,177 2,049,031 384,780 2,433,812

利益 金額

報告セグメント計 2,049,031

「その他」の区分の利益 384,780

未実現利益の調整額 98,772

セグメント間取引消去 △ 419,476

四半期連結損益計算書の営業利益 2,113,109

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、主に報告セグメントに含まれない純粋持株会社である提出会社及び地域を統括する中間持

株会社のOptimus Group New Zealand Limited、Optimus Group Australia Pty Ltdのものであります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「その他」セグメントにおいて、Blue Flag Pty Ltdの株式を追加取得に伴い、当第３四半期連結会計期

間より連結範囲に含めており、のれんの金額が増加しております。

詳細は、注記事項（企業結合等関係）に記載の通りであります。
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企業結合日直前に保有していた持分の企業結合日における時価 15,932千AUドル

企業結合日に追加取得した普通株式の対価 7,966千AUドル

取得原価 23,898千AUドル

（企業結合等関係）

（取得による企業結合）

当社は、100％子会社であるOptimus Group Australia Pty Ltd（以下「OPT AU」）を通じて、オーストラリア

でデータサービス提供を行っているBlue Flag Pty Ltd（以下「Blue Flag」 ）の株式を追加取得し、連結子会

社化いたしました。

１. 企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

名称：Blue Flag Pty Ltd

事業の内容：オーストラリアにおける自動車販売データのプロバイダ

(2) 企業結合を行った主な理由

当社は、成長戦略地域と捉えている豪州における事業展開に注力しており、同国ビクトリア州を拠点に自

動車関連データサービスを手掛けているBlue Flagを 2022年１月１日付けで持分法適用関連会社化しまし

た。豪州自動車業界各社が事業・営業展開をする際に有用なデータを提供するBlue Flagの連結子会社化

は、当社グループの新たな事業プラットフォームとして寄与するものと考えており、豪州市場への更なる参

入・深化を目指すものです。

(3) 企業結合日

2022年11月１日（株式取得日）

2022年10月１日（みなし取得日）

(4) 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

(5) 企業結合後の企業の名称

変更ありません。

(6) 取得した議決権比率

株式取得直前に所有していた議決権比率　　40.0％

株式取得により追加取得した議決権比率　　20.0％

取得後の議決権比率　　　　　　　　　　　60.0％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社子会社であるOPT AUが現金を対価として株式を取得したことによるものであります。

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2022年10月１日から2022年12月31日

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

４．被取得企業の取得原価と取得するに至った取引ごとの取得原価の合計額との差額

段階取得に係る差益　557,758千円

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1) 発生したのれんの金額

　　2,030,614千円

なお、のれんの金額は、当第３四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、

暫定的に算定された金額であります。

(2) 発生原因

今後の事業展開により期待される将来の超過収益力であります。

(3) 償却方法及び償却期間

８年間にわたる均等償却
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